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ア
ル
ド
ー
ル
で
は
今
月
１
６
、

２
０
、
２
１
日
に
か
け
て
行
わ
れ

る
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ

ア
に
向
け
て
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
と
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン
の
製
造
が
本
番

を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ン
は

ド
ラ
え
も
ん
と
ピ
カ
チ
ュ
ウ
が
候

補
に
あ
が
り
ま
し
た
が
、
全
体
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
合
い
を
行
っ

た
上
で
ピ
カ
チ
ュ
ウ
に
決
ま
り
ま

し
た
。
選
考
基
準
は
作
り
や
す
さ

や
、
可
愛
さ
な
ど
で
あ
っ
た
た
め
、

出
来
栄
え
も
よ
く
、
二
つ
の
耳
が

印
象
的
で
、
菓
子
パ
ン
生
地
で
程

よ
い
甘
さ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ク
リ

ー
ム
を
包
み
込
み
、
お
子
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
商
品
に
な
り
ま

し
た
。 

シ
ュ
ト
ー
レ
ン
は
従
来
ど
お
り

で
見
た
目
も
味
も
こ
れ
ま
で
と
変 

    

１
１
月
１
日
に
苫
小
牧
市
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
に
て
第
十
八
回
せ

ら
ぴ
後
援
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 名

越
後
援
会
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
前
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算

報
告
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
法
人
運
営
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
内
容
と
し
て
は
、
後
援
会
員

を
増
や
す
に
は
、
法
人
で
行
っ
て

い
る
事
業
を
わ
か
り
や
す
い
形
で

発
信
し
て
よ
り
多
く
の
方
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
具
体
的
に

は
各
事
業
所
の
活
動
内
容
が
よ
く 

せ 

ら 

ぴ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
七
十
七
号 

わ
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
く
赤
い
も
の
に

変
更
し
ま
し
た
の
で
、
贈
答
な
ど

に
も
対
応
で
き
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
パ
ン
は
店
頭
販
売
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
予
約
販
売
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

（
お
問
い
合
わ
せ
）
ア
ル
ド
ー
ル

 

（
０
１
４
４
）
７
５-

２
２
０
１ 

        

１
０
月
２
８
日
（
金
）
に
、
セ

ン
タ
ー
開
所
八
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
の
恒

例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
今

年
は
ゆ
っ
く
り
過
ご
そ
う
！
」
と

    
わ
か
る
よ
う
な
会
報
記
事
を
載
せ

る
こ
と
や
、
会
報
発
行
時
に
事
業

所
の
資
料
や
宣
伝
用
の
チ
ラ
シ
な

ど
を
添
付
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と

も
必
要
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。 事

業
計
画
の
中
で
は
、
隔
年
に

実
施
し
て
い
る
啓
発
事
業
の
説
明

が
あ
り
、
今
回
は
イ
タ
リ
ア
の
バ

ザ
リ
ア
法
制
定
に
よ
る
協
働
を
テ

ー
マ
に
し
た
映
画
「
人
生
、
こ
こ

に
あ
り
！
」
の
プ
レ
上
映
会
を
内

容
に
盛
り
込
む
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

「
精
神
保
健
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」
と 
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い
う
こ
と
で
、
料
理
は
せ
ず
に
市
内

の
喫
茶
店
に
お
弁
当
を
頼
み
、「
も
っ

た
い
な
い
わ
千
歳
」
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
お
菓
子
や
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ

な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
○
×
ク
イ
ズ
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
ま
し
た
。

 

夜
の
開
催
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

普
段
来
て
い
る
方
の
他
に
も
、
最
近

通
い
始
め
た
方
、
久
し
ぶ
り
の
方
、

元
実
習
生
な
ど
も
参
加
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
自
己
紹
介
な
ど
し
な
が
ら
交

流
し
ま
し
た
。
最
後
は
一
人
一
言
で

し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
で
の
思
い
出
や

今
の
想
い
、
今
後
の
抱
負
な
ど
の
他
、

ス
タ
ッ
フ
へ
の
暖
か
い
言
葉
も
あ
る

な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。 

   

 

法
人
、
施
設
、
後
援
会
へ
の
寄
付

と
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
方
々

で
す
。 

し
て
企
画
を
し
、
植
苗
病
院
院
長
代

理
の
片
岡
先
生
の
講
演
と
の
二
部
構

成
で
、
１
２
月
１
５
日
（
水
）
の
１

８
時
か
ら
苫
小
牧
市
文
化
会
館
ホ
ー

ル
に
て
行
う
予
定
で
す
。 

(

お
問
い
合
わ
せ)

後
援
会
事
務
局 

 
 

（
０
１
４
４
）
７
５-

２
３
２
８ 

   

去
る
１
１
月
８
日
、
西
町
総
合
福

祉
会
館
に
て
、
ま
ろ
に
え
運
営
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
８
名
の
役
員
・
運

営
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
昨
年
度

の
事
業
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
に
続
き
、
今
年
度
の
事
業
活
動
の

進
捗
状
況
と
予
算
報
告
を
行
い
ま
し

た
。 ま

た
、
地
域
・
町
内
会
と
の
協
力

関
係
の
中
で
、
当
事
者
が
草
取
り
や

弁
当
配
達
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
地
域

貢
献
の
場
を
広
げ
て
い
く
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。 

 

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に

感
謝
し
、
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
（
平
成
２
３
年
９
月
１
５
日
～
平

成
２
３
年
１
２
月
１
日
） 

▽ 

法
人
寄
付 

西
野
学
園
様
、
東
北
福
祉
大
学
様 

▽ 

後
援
会
会
費 

藤
田
保
子
様
、
藤
田
雄
治
様
、
藤
澤
産

婦
人
科
様
、
吉
田
隆
雄
様
、
佐
竹
幸
雄

様
、
西
野
茂
樹
様
、
小
林
宗
二
様
、
小

林
喜
久
子
様
、
北
海
道
エ
ナ
ジ
テ
ィ
ッ

ク
（
株
）
様
、
金
丸
富
貴
堂
（
株
）
様
、

中
杉
勇
様
、
大
内
高
雄
様
、
大
内
小
百

合
様
、
吉
野
壽
様
、
佐
藤
嗣
有
子
様 

     

平
成
２
３
年
度
の
会
費
納
入
に
ご

協
力
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

年
会
費
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

・
個
人
会
費 

一
口 

五
千
円 

・
団
体
会
費 

一
口 

二
万
円 

  

千
歳
と
苫
小
牧
の
両
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
、
西
い
ぶ
り
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
３
ヶ
所
の

精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

交
流
会
が
１
１
月
２
５
日
、
苫
小

牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
隣
接
す
る
三
圏
域
の

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
初
め
て
の
試
み

で
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
１
１
名
と

ス
タ
ッ
フ
５
名
の
計
１
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
が
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー

に

な

っ
て

良
か
っ

た
こ

と

は
？
」
「
患
者
さ
ん
と
話
す
こ
と

で
、
逆
に
こ
ち
ら
が
教
え
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
」
な
ど
、
精
神
障
が

い
者
の
退
院
支
援
の
活
動
を
通
し

て
お
互
い
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
つ
い
て
活
発

に
質
問
や
意
見
を
出
し
合
い
、
交

流
を
深
め
合
い
ま
し
た
。 




